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ＨＣＶ抗原検査の歴史
　Ｂ型肝炎ウイルス（ＨＢＶ）では増殖に伴い大量の不完全ウイルス粒子（ｄａｎｅ粒子）が産生されるた

め抗原測定（ウイルス蛋白の測定）系の開発が先行しました。

　ＨＣＶの場合は遊離のコア抗原の存在が極めて少ないか無いと考えられており、ウイルス粒子を破壊して

初めて抗原測定が可能となるためその開発は困難となっていました。このような状況の中 1992 年に 2 種の

抗ＨＣＶコア抗体を使用してコア抗原を補足するサンドイッチ酵素免疫抗体法（ＥＬＩＳＡ）が初めて報告

され、続いて 1996 年にはポリエチレングリコールおよびアルカリで前処理した検体を試料として 2種のモ

ノクローナル抗体でコア抗原をサンドイッチし検出する蛍光酵素免疫測定法（ＦＥＩＡ）など報告されまし

た。しかしこの前処理操作は煩雑であったため、その後研究、改良が進み前処理液に加熱処理を加えた簡便

な方法が考案されました。

　この測定系を利用したＨＣＶ抗原検出系は各種開発中であり、ＲＩＡ法、ＥＬＩＳＡ法ついての成

績が既に報告されています。

はじめに

　全国に潜在するＨＣＶキャリアは 150 万人以上と推定されています。

献血者のＨＣＶ抗体陽性率からみるとＨＣＶキャリアは高年齢層に多く、若年層では非常に低い陽性率です。

　輸血用血液のチェック、高い社会衛生環境が整備された今日においては、新規感染はほとんどないといっ

てよい水準になっていますが、肝癌による年間死亡者は３万人を越え、その 80％近くがＣ型肝炎ウイルス（Ｈ

ＣＶ）を原因としているといわれています。

　厚生労働省はこのような背景のもと、平成 14 年度より「Ｃ型肝炎によるがん撲滅」を目的とした、いわ

ゆる「40 歳検診」を導入し、平成 15 年度本検診フローチャートにＨＣＶ抗原検査が新たに組み込まれました。

ＨＣＶ検診においては、ＨＣＶキャリアの発見が重要な目的となります。そのためにはＨＣＶ抗体検査とＨ

ＣＶ抗原検査および核酸増幅検査を効果的に組み合わせる方法が有効です。そこで今回はＨＣＶ抗原検査に

ついて紹介します。

ＨＣＶ抗原とは

　Ｃ型肝炎ウイルス（ＨＣＶ）粒子はエンベロープに覆われ、その内部に一組のウイルスゲノムを包み込む

ようにコア粒子（ヌクレオカプシド）が存在しています。コア粒子は、数百のコア蛋白質（ＨＣＶ抗原）と

ウイルスゲノムから構成されています。

Ｃ型肝炎による肝癌撲滅

厚生省（現厚生労働省）「Ｃ型肝炎の自然経過および介入による影響等の評価を含む疫学的研究」班 平成１３年度報告



ＨＣＶ抗原検査の感度および特異性

　測定キットの方法別において多少異

なりますが、ＥＬＩＳＡ法の報告によ

れば検出限界を 44 ｆｍｏｌとした場

合の慢性Ｃ型肝疾患群に対する感度が

97.0％（192 ／ 198）、非Ｃ型肝疾患群

に対する特異度 100％（0／ 283）となっ

ています。

　同様にＲＩＡ法の報告によれば検

出限界を 20 ｆｍｏｌとした場合の慢

性Ｃ型肝疾患群に対する感度が 98.9％

（178 ／ 180）、非Ｃ型肝疾患群に対す

る特異度は 100％となり、それぞれ高

感度、高特異性を有するキットとなっ

ています。

治療への応用

　厚生労働省は平成 14 年より「Ｃ型慢性肝炎に対する治療の標準化」を目的とした治療研究班を設置し「イ

ンターフェロン＋リバビリン併用療法」、「コンセンサスインターフェロン療法」「インターフェロン療法」

によるＣ型慢性肝炎に対する治療の標準化に関するガイドライン（平成 14 年度治療ガイドライン）の策定

をおこなっています。今回ＨＣＶ抗

原検査がＨＣＶウイルス量の指標と

して、2003 年度版ガイドラインに

組み込まれることになりました。

　ＨＣＶ抗原定量は、ＨＣＶ－ＲＮ

Ａ量との相関が高く従来ＲＮＡ定量

でレンジオーバーとなっていた範

囲についても広範囲に定量が可能で

す。

　また、ＲＮＡ定量で問題とされて

いるバラツキも少なく安定したデー

タが得られるため、今後、治療経過

観察、効果予測に有用な検査と思わ

れます。

検査要項

検　　体： 血清　0.5 ｍｌ
検査方法：ＲＩＡ法　ＥＬＩＳＡ法    ＣＬＥＩＡ法

保険点数：160 点

関連検査

ＨＣＶ－ＲＮＡ検査（ＰＣＲ法、分岐ＤＮＡプローブ法）
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